







年秋に出版された『フランス人は 10 着しか服を持たない』1 が 2015 年に売れ
つづけ、年末の年間ベストセラー2 で又吉直樹の芥川賞受賞作『火花』に次ぐ
2 位となったときには驚いた。なぜこの本はこれほど広く受け入れられたのだ










と黄色のジーンズ姿）があり、Lessons from Madame Chic という英語版原題
が筆記体の白抜きの文字でデザインされ、〈おしゃれな〉装丁である。239 ペ
ージの本に写真はなく、食べ物や料理道具のイラストが添えられている。
　『フランス人は 10 着しか服を持たない』（以下、『フランス人 10 着』と略す）
というタイトルから、内容はファッションや片づけについてかと思いきや、

















も各自 10 着くらいのワードローブしか持っていなかったから」5 この 10 着と














4　アメリカでは 3～4 万部が売れたという。読売新聞　2015 年 4 月 20 日夕刊。






























































14　『フランス人 10 着』p. 30 では「チーズの王様だよ」に「ロワ・ド・フロマージュ」というルビがついている。
15　加賀乙彦『遭難』1970「そのうちバゲットというフランス・パンに見えてくる」日本国語大辞典、小学館
16　インターネットで検索すると全国各地の公立図書館で本書が予約待ちリストに入っていることがわかる。








































30　『フランス人 10 着』p. 193
31　朝日新聞　2014 年 12 月 14 日朝刊「売れてる本」










語のクラスで学生にアンケートをとってみた。27 名中、『フランス人 10 着』
をテレビ番組33 や授業で話題になり知っているが読んでいない学生が 21 名。
この本を知らなかった学生が 3 名。フランス語圏文化学科に入学が決まって母
親（2 名）や塾の先生（1 名）に勧められて読んだ学生が 3 名。そのうち 1 名















33　日本テレビ「世界一受けたい授業」、2015 年 5 月 23 日放映














































の海外渡航者数は約 12.7 万人であった。その後 10 年ごとに見てみると、1970
























　前述のとおり 1980 年に 390 万人だった海外渡航者数は 1990 年には 1099 万










































































の動きでは、文部科学省によって 2014 にスーパーグローバル大学 37 校が選定
され、「世界大学ランキングのトップ 100 に 10 校以上をランクインさせ、国際
的な存在感を高める」ことを目指して「大学の国際化が徹底的に進め」53 られ
ている。
　2016 年度入学で一番若い学生は 1998 年生まれで、生まれたときからインタ
47　「フランスマダム本　人気　魅力的生き方に憧れ」、東京新聞夕刊、2015 年 4 月 20
48　本書の担当者談、東京新聞 2015 年 2 月 15 日朝刊、「スタイル＆ファッション」































































2014 年度の売上は、「フランス 10％、フランスを除くヨーロッパ 19％、アメリカ合衆国 24％、日本 7％、日本を除
くアジア 29％、その他 11％」となっている。LVMH グループの概略と活動、グループ成長戦略　www.lvmh.co.jp/
group/grow.html
59　経済協力開発機構（OECD）の統計によれば全世界では過去 30 年で 4 倍に増加したのに対し、日本人の海外留学
者数は 2004 年に 8.3 万人をピークに 2011 年は 5.7 万人になり、31％ も減少した。この統計は学位取得目的の留学生
数であり、1 カ月未満の短期留学を含めた調査では増加傾向にある。文部科学省集計「日本人の海外留学状況」2016






















1989 年秋のことで天安門事件があった年だった。同年 6 月に民主化を求めて
天安門広場に集まった学生を中心とした一般市民のデモ隊を中国人民解放軍が
























































































　「オレ、映画マニアだから。奈良から東京へでてきて下町の工場に勤めてた頃（昭和 28 年頃）なんて、年に 200 本近
く見てたよ。そのせいでいつも、オレ、キャベツばっかり食ってたもん。」ibid. p. 3─4
68　「パリの観光客が激減　日本人観光客は 46％ 減」16 年前半、パリを訪れた日本人観光客は 46.2％ 減、ロシア人は











1968 1968 プラハの春、パリ 5 月革命











1975 昭和 50 加藤周一『日本文学史序説』刊行 1975 昭和 50 ベトナム戦争終結・ランブイエ・
サミット・パソコンの登場＊
1978 1978 日中平和友好条約
1979 1979 OVNI 創刊 * ソ連がアフガニスタン侵攻
1980 1980 イラン・イラク戦争
1981 1981 Espace Japon 運用開始＊
1986 1986 大相撲パリ公演
1987 昭和 62 富岡製糸場の操業停止 1987 昭和 62
1989 平成元 1989 平成元 天安門事件・東欧民主化。ベルリ
ンの壁崩壊・最初の電子メール＊
















2005 2005 YouTube がサービス開始
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O-France zansu ! III
HORIUCHI Yukari
　　Un livre dont le titre japonais vous paraitra sans doute bizarre 『フランス
人は 10 着しか服を持たない』（Les Français n’ont que dix pièces de vêtements）
a eu un grand succès au Japon. Ce livre dans lequel l’auteur américaine 
Jennifer L.Scott raconte son expérience vécue dans une famille parisienne（le 
titre original est Lessons from Madame Chic） s’est placé au deuxième rang 
des livres les plus vendus au Japon en 2015.
　　Une des raisons de la réussite de ce livre s’explique par l’adoration que, 
depuis l’ère de Meiji, les Japonais ont epreuvé pour la France au cours de leur 
processus d’occidentalisation. Cet amour fervent pour la France s’est étendu 
au grand public dans les années 70. J’ai analysé dans cet article l’influence des 
revues féminines ou des livres écrits par des Japonaises ayant vécu en France.
　　Aujourd’hui, avec la mondialisation, les jeunes Japonais（mes étudiants 
qui apprennent le français, par exemple）, me semble-t-il, n’ont plus cette 
adoration apparente pour l’Europe.
　　La France conserve le prestige de ses grandes marques de luxe, aux 
publicités attirantes par la grâce d’actrices célèbres, mais certains préjugés 
font du tort à son image. Les Français sont jugés impolis vis-à-vis des 
touristes et les évenements récents ont entrainé une partie des Japonais à 
considerer que le pays pouvait être dangereux. Il importe de développer 
l’information. Tout voyage se prépare : la connaîssance des autres civilisations 
est un utile moyen de vaincre les idées toutes faites et de mieux profiter de 
son séjour à l’étranger.
